
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○主体的に学びに向かう児童生徒を育成するために、学
び合いの際に「自分の考えをもって友達に考えを伝えて
いる」と回答した児童生徒の割合を８０％以上にする。
○基礎的・基本的な問題（評価テスト・TOFAS）の正答率
を８０％以上にする。（前期）

①Ed-techの積極的な活用
②ICTを活用した学び合い学習を取り入れた授業づくりの
推進
③学習履歴の管理（CBT検査）による基礎学力の定着

B

①Ed-techの積極的な活用のため、教師の学びの場としてICT研修を設定した。
②学び合いを取り入れながら授業つくりを行っているので、その際にICTを活用できるようにし
ていく。
③TOFAS等の基礎学力検査を行い、児童生徒の学習について保護者とも共通理解した。朝の
時間にスキルタイムを設定し、基礎学力強化の時間とした。夏季休業中のタブレット端末の持
ち帰りでドリル学習を家庭でも行うことで基礎学力の定着につなげていく。 B

①MeｔaMojiを使ったICT研修に取り組んだ。
②発達段階に応じた学びあいを取り入れた授業づくりを行ってきたため「自分の考えをもって
友達に考えを伝えている」と回答した児童生徒は83％だった。
③基礎学力検査(TOFAS)を行った。学年の教科によっては正答率が80％に近付いたが全体的
にみると基礎的・基本的な問題の正答率が目標の80％には満たなかった。児童生徒の学習に
ついて、保護者とも共有した。eライブラリを活用して基礎学力の向上を図った。朝の時間にス
キルタイムを設定したり、教科によっては、持ち帰って学習をする取り組みを導入したりした。タ
ブレット端末を活用した基礎学力の定着を今後も継続したい。

B

・タブレット活用と手書き勉強のバランスをとるとよい。手書き（ワークシートや
課題の内容）を意識する指導を心がけるとよい。次年度は、学習のモチベー
ションアップを取り組んでほしい。家庭学習習慣や読書習慣を育むよう、PTAと
連携した取り組みを推進したい。

★小ヶ倉
千々岩
黒岩
德永

○図書室を週２回以上利用した児童を７0％以上にする。
(前期)
〇児童生徒会と連携して、図書館祭りを年１回行う。
〇昨年度の本の貸し出し冊数を超えた生徒を７０％以上
にする。(後期)

①学校図書館を利用した読書活動の充実

B

①週２回以上図書室を利用した前期課程の児童は６０％だった。今後も継続して利用を啓発し
ていく。
②児童生徒会の活動で七夕の時季に合わせて図書祭りを行った。図書に関するゲームや読
み聞かせを行ったことで普段は図書室利用しない児童も参加できた。第２回はさらにたくさんの
児童生徒が利用するよう内容を工夫していく。
③後期課程の生徒において、昨年度の同時期に比べ本の貸出冊数は減少した。今後、教科と
の連携を図り改善を目指す。

B

①週2回以上図書室を利用した前期課程の児童は59％にとどまり、70％には到達しなかった。
②第2回図書祭りを実施し、図書ビンゴや読み聞かせ、本探しゲームなどを行ったことで、普段
図書室を利用しない児童も参加する機会となった。来年度以降は、図書祭り後の継続的な図
書室の利用を促せるよう内容を工夫していく。
③後期課程の生徒の、本の貸出冊数は、昨年度と比較して減少しており、学校全体での貸出
冊数の少なさが課題である。こうした状況を踏まえ、5～8年生を対象に図書室での朝の会を開
始し、本に触れる機会を増やすことで、利用の促進と読書習慣の定着を図っており、今後も児
童がより主体的に読書へ向かえる環境づくり継続したい。

B

・読みたい本を読むことにとどまらず、図書室を調べ学習の場として活用する
カリキュラムを考えるとよい。読書については、家庭の協力も必要であることか
ら、PTAとの連携も必要であり、両町に広げることも必要である。図書祭りの開
催と内容の工夫が必要である。 村上

池田
千々岩
泉

●児童生徒が、
自他の生命を尊
重する心、他者へ
の思いやりや社
会性、倫理観や
正義感、感動する
心など、豊かな心
を身に付ける教育
活動
・豊かな心（徳）

○道徳の教科書の活用を基本とし、年間指導計画をもと
に、児童生徒の実情に合わせて適宜見直しながら授業を
実践できた」と肯定的な回答をする教員の割合が90％以
上。
〇児童生徒の発達段階に応じて、教材（資料）の選定や
ローテーション授業の実施、資料の提示の仕方など工夫
して、重点項目の授業を１００％行う。

①計画的な道徳の授業の確実な実施
②児童生徒の発達段階に応じた授業の充実

B

①「児童生徒の実情に合わせて適宜見直しながら授業を実践できた」と肯定的な回答をする教
員の割合が78%だった。

②教科書に加えて、新聞記事やICTなどを活用し、児童生徒の興味や課題意識を高める。さら
に授業後の振り返りを教員間で共有し、教材選定や指導改善に活かす。

③重点項目を再度確認する機会を設け、７月までの授業内容の見直しを行ってもらい、未学習
の重点項目の授業を行うよう、確認プリントを配布して意識してもらう。

B

①児童生徒の実情に合わせて適宜見直しながら授業を実践できた」に肯定的な回答をした教
員の割合は82％で、目標の９０％に到達できなかった。道徳の授業の工夫の仕方や様々な授
業方法を紹介することが十分にできなかったためと思われる。
②他社の教科書や動画、地域教材など、様々な工夫をして授業を行ってもらったが、それらを
共有することができなかった。今後、道徳の教材置き場などを設置し、資料やワークシート、動
画などの資料を誰もが活用できるようしていきたい。
③重点項目については、どの内容項目もすべての学年で１００％授業を実施してもらうことがで
きた。

A

道徳教育の推進により、学校全体の空気感は良好に感じている。前期課程、
後期課程の関係も良い。今後の社会でもモラル教育は重要なことである。今
後も、継続してほしい。

★溝口
宮﨑

●いじめの早期
発見、早期対応に
向けた取組の充
実

○いじめ防止に向けて「組織的対応ができている」と回答
する教員の割合が９０％以上
〇生徒へのアンケートにおいて、「いじめや困ったことが
あったときにすぐに相談に乗ってもらえる」と答える生徒の
割合が９０％以上

①複数担任制
②定期的なアンケート調査
③相談体制の充実
④教職員の研修

B

①生活全般や授業中など、複数の目で児童生徒を見ることによって、問題への対応がスムー
ズに行えた。
②定期的なアンケート調査を実施したことにより、確実に把握・対応を行い、問題を抱えた児童
生徒に対して問題解決へと繋げることができた。
③教育相談便りの配付やアンケートの実施により、必要に応じて児童生徒や保護者、教職員
をスクールカウンセラーに繋げた。
④８月末にスクールカウンセラーとソーシャルワーカーを講師に招いて教職員の研修を行う。
教育相談の手法を学び、学級の実態に合わせた対応を随時考えていく。

B

①生活全般や授業中において、支援員や級外の職員を適切に配置し複数の目で児童生徒を
見ることによって、問題への対応がスムーズに行えた。
②定期的なアンケート調査やQUを実施したり、アンケートをもとにして児童生徒全員に教育相
談を実施したりすることで、９０％以上の児童生徒に対し課題の把握・対応ができた。
③教育相談便りの配付やアンケートの実施により、必要に応じて児童生徒や保護者、教職員
をスクールカウンセラーに繋げた。
④８月末にスクールカウンセラーとソーシャルワーカーを講師に招いて教職員の研修を行っ
た。教育相談の手法を学び、学級の実態に合わせた対応策を検討したり、個別のケース会議
を実施したりすることができた。

A

・いじめ報告をすることで安心感も生まれると考える。今後も継続してほしい。
子ども達全員が悩みを相談できる相手を持つことができるようになってほし
い。学校評価の目標を市内共通したものにし、他校と比較することはできない
だろうか。情報モラル教育の推進をお願いしたい。 ★小宮

（野口）
岩瀬
枝川

●児童生徒が夢
や目標を持ち、そ
の実現に向けて
意欲的に取り組も
うとするための教
育活動。
・発達段階におけ
るキャリア能力の
育成

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
と回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答
をした児童生徒８０％以上

①仲間づくり・縦割り活動を推進
②各種体験活動の計画、実施。
③文化発表会での後期課程生徒代表の体験発表の実
施。全児童生徒は、活動の見通しをもち、自身の学びの
ふりかえり。
④９年間のキャリア能力プラン系統表の作成。

B

①仲間づくりと縦割り活動として、Rタイムやなかよしタイムを計画・実施している。
②筝教室・茶道教室・人形浄瑠璃など、各種体験活動の実施に向けて計画を進めている。
③東陵学園最初の文化発表会として、９学年全員が展示やステージで自己表現し、発達段階
に合った学びができる体制を教員と子どもたちで検討をしている。
④キャリア能力プラン系統表の作成に向けて準備中である。 B

①Rタイムや仲良しタイムを計画的に実施したことが、自己肯定感の向上や他者理解につな
がっている。
②筝教室等体験学習の実施により、日本文化への理解を深めるとともに、将来を見据えた多
様な学びの機会を提供できた。
③文化発表会では、9学年それぞれのステージ発表や展示で自己表現を行い、発達段階に応
じたキャリア教育の成果が見られた。
④キャリア能力プラン系統表の作成は今後の課題である。

B

・９か年になり、前期課程の児童が後期課程の生徒を手本にしながら生活す
ることができる義務教育学校の利点を生かした教育活動を今後も続けてほし
い。
・６年生の修了式を保護者参加にすることで学校全体の様子を知らせる手掛
かりになるだろう。

★脇本
竹邊
中野宗

○人権・同和教育
の充実及び人権
感覚の高揚

○学級や学校での取組や人権・同和教育の授業を通し
て、人権意識が高まったと回答する児童生徒の割合が
80％以上。

①人権・同和教育の視点に沿った教材、部落史学習等、
人権学習の各学年適宜実施。正しい知識や人権感覚の
涵養。
②相互理解や良好な人間関係づくりのためにRタイムを
年間５回程度、実施。
③人権教室や人権集会の実施。

B

①人権意識が高まったと回答した児童生徒は78％であった。今後も、人権学習や部落史学習
等を計画的に行っていく。
②Rタイムも７月に第１回目を行い、今後も計画的に実施予定である。
③人権教室は各ステージ集会において、各学年の実態に合わせて後期に実施する。 A

①人権意識が高まったと肯定的に回答をした児童生徒は87％だった。本校は各学年に応じて
人権学習、部落史学習等を実施しているので、児童生徒に正しい知識は身につける一助と
なっているが、今後は実生活にも結びつくように更なる授業改善を行う必要がある。
②Rタイムは年４回実施した。良好な人間関係づくりのための時間を全学年同じ時間を確保し
て実施できたので、全職員、全校児童生徒が同じねらいに向かって活動することができた。
③人権集会は１～３月に各ステージ毎に実施する。

A

・人権について深く、しっかり考える態度が培われれば、必ず学力向上にもつ
ながる。 ★差形

浅川
村上
舩底

●健康・体
つくり

❶「運動習慣の改
善や定着化」
❸「望ましい食習
慣と食の自己管
理能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４２０
分以上の児童生徒７０％以上
❸「健康に良い食事をしている」児童生徒90％以上

❶委員会活動を通した外遊びの奨励。
　外遊びの紹介。
❸栄養教諭による食育指導を計画・実施。
〇朝ごはんチェック週間の設定・実施。 B

①酷暑のため、外遊びを奨励することはできなかった。外の環境を考え、後期に本格的に実施
する。
②給食委員会の取り組みで、給食のおかわりチェック週間を設定し、実施した。残菜が減った。
③栄養教諭による食育指導を１０月に計画し、あわせて朝ごはんチェック週間も設定している。 B

①保健体育委員会による外遊び習慣の実施をしたことで、児童生徒の外遊びの時間が増え、
授業以外で運動やスポーツを行う時間が420分以上の児童生徒が74％であった。
②10月に、３・４・７年生を対象とした栄養教諭による食育指導を実施した。食に対する意識が
高まり、健康に良い食事をしていると答えた児童生徒が85％であった。目標の90％には満たな
かった。今後も栄養教諭と連携を図り、食の大切さについて児童生徒に伝えていきたい。

B

・スポーツに親しむ児童生徒と、苦手な児童生徒が両極になっていないだろう
か。心身の健康のために、若いうちから適度な運動を習慣化することは将来
の健康につながる。運動と適切な食生活について、児童生徒一人ひとりが自
らの健康に関心を持ち、主体的に体力向上に取り組む姿勢が育つことを期待
する。スポーツが苦手な児童生徒の体力づくりの指標も盛り込んでほしい。ま
た、食生活については、PTAとの連携も図ってほしい。

★平山
河内
（小宮）
野口
林凛

●業務改
善・教職員
の働き方改
革の推進

●業務効率化の
推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守するよう、効率的な業務に努めた職員７０％以上
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次休
暇の取得日数１４日以上

①会議や研修の時間設定と運用の工夫・改善。
②「働き方改革チェックシート」等を活用した実態把握と業
務改善を推進。

B

①職員全体でみると、教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守することがで
きた職員は前期において５０％であった。また、年次休暇取得日数は、平均６．７日であり、順
調に進めば１４日以上に達すると思われる。一方、職員個々でみると、在校等時間の長さや年
次休暇取得日数には個人差がある。今後、働き方改革チェックシートや業務改善委員会を行
い、業務効率化や平準化を促していく。

A

①職員全体でみると、教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守することがで
きた職員は,後期において77％であった。また、年次休暇取得日数は、平均１０．８日であり、年
間１４日以上の取得に向けて、計画的な取得を促していきたい。一方、職員個々でみると、在
校等時間の長さや年次休暇取得日数には個人差があるので、業務改善委員会の提案をもと
に、さらなる業務効率化や平準化を進めていきたい。

A

・児童生徒のために先生方が一生懸命取り組んでいることは非常にありがた
い。一方で、児童生徒の教育を充実させるには先生方の心身の健康も大切で
ある。業務内容の精選とタイムマネジメントに取り組むことで、時間外在校時
間の削減と年休取得の増加に努めてほしい。

★校長、
教頭
（前、後）

●特別支援
教育の充実

○個に応じた適
切な支援の実施

○特別支援教育
に関する教員の
専門性と意識の
向上

○支援が必要な児童生徒について、実態に応じた個別の
教育支援計画や個別の指導計画を100％作成する。
○職員アンケートで「個別の支援計画に沿った指導を行う
ことができた」という教員の割合を８０％以上にする。
〇職員アンケート「年度当初と比べ特別支援教育に関す
る専門性が向上したと思う」の割合を８０％にする。

①伊万里市が導入している特別支援教育の教育ソフトを
使い、実態に応じた個別の教育支援計画や個別の指導
計画を作成。
②計画に応じた教材を活用して適切な支援の実施。
③専門性の高い講師を招聘した研修の実施、職員のスキ
ルアップ推進。

B

①特別支援学級在籍や通級指導該当児童生徒については、教育ソフト「LITALICO」で実態に
応じた個別の教育支援計画等を作成できている。通常学級の支援が必要な児童生徒について
も順次進めたい。（7/31現在）
②職員アンケートで「個別の支援計画に沿った指導を行うことができた」という教員は60％であ
る。計画や支援の見直しを進めたい。
③職員アンケートで「特別支援教育に関する専門性が向上した」という職員は50％である。夏
季研修等今後の研修を充実させたい。

A

①特別支援学級在籍や通級指導該当児童生徒について、教育ソフト「LITALICO」で実態に応
じた個別の教育支援計画等を作成し、効果的な支援につなげた。通常学級の支援が必要な児
童生徒についても保護者やSC・SSWと連携し、作成や支援を実施した。
②職員アンケートで「個別の支援計画に沿った指導を行うことができた」という教員は82％であ
る。担任だけでなく、支援員や級外等の配置表を毎週作成し、必要な支援を実施した。
③特別支援教育エリアリーダーを講師とした夏季研修や必要に応じたケース会議等を実施し、
職員の専門性の向上に努めた。職員アンケートで「特別支援教育に関する専門性が向上した」
という職員は83％である。

A

・特別支援学級の前期課程、後期課程の子どもたちが一緒に遊ぶなど、良い
関係を築くことができている。個別の支援計画については、児童生徒の自立を
目指したものになっているか、全職員で共有する必要がある。

★松野
林杏
牛草
松岡
鶴田美
鶴田創
池田

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた
学校づくり

○家庭、地域とつ
ながり、地域を元
気にする学校づく
り

①学校は、ホームページや連絡アプリを活用して「開かれ
た学校づくり」に取り組んでいると答えた保護者７０％以上
②学校運営協議会は、地域との連携を進めていると答え
た保護者７０％以上
③PTA常任委員会（家庭生活委員会）による校外におけ
る生活ルールを夏季休業までに作成する。

①コミュニケーションツールの積極的な活用
②コミュニティ・スクールを核とした学校と地域の連携・協
働
③家庭と連携した基本的な生活習慣の確立 B

①保護者アンケートでは肯定的な回答が７４．５％であった。学校だよりやアンケートの発信、
ホームページ、シグフィーでの公開によい評価をいただいている。
②保護者アンケートでは、６９．２％であった。後期でも、学校運営協議会だよりを配信し、活動
を広めたり、委員の方が充足感を感じるようにしていきたい。
③家庭生活のルールは、PTA家庭生活委員会において検討の最中である。委員長中心に作
成中である。

B

①保護者アンケートでは肯定的な回答が７４％で、前期の学校評価時とほぼ同程度であった。
学校だよりやアンケートの発信、ホームページ、シグフィーでの公開によい評価をいただいてい
る。
②保護者アンケートでは、６７％であった。後期でも、学校運営協議会だよりを配信し、活動を
広めたり、委員の方が充足感を感じるようにしていきたい。
③家庭生活のルールは、PTA家庭生活委員会において作成した。今後、評議委員会、学校運
営協議会等で協議し、来年度各家庭に配付したい。

B

情報発信はされているが、保護者以外へ情報があまり届いていない。学校だ
よりは、コミュニティセンターに届くため、両町コミュニティセンターで広げる工
夫をとっていきたい。 ★校長、

教頭
（前、後）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への

展望

・「学力向上」については、全国・県調査の結果からは学力が十分定着しているとはいえない。また、EdTechを活用した教育の情報化を推進し、学習環境の整備に取り組んだが、十分な効果は得られていない。次年度は、研究指定と合わせ校時表も変わることから、十分な教材研究や有効な活用方法について研修の時間を生み出し、児童生徒の学力向上につなげていく。
・「心の教育」については、人権・同和教育を核として取り組んできた。また、将来の夢や希望を持つ児童生徒の割合を高めるためにキャリア能力計画を作成中である。系統的・教科横断的に取り組むことで自己実現に向けて主体的に取り組む児童生徒の育成に努める。
・「業務改善、働き方改革」については、一定の改善が見られたが、超過勤務時間が長い職員もいる。働き方改革チェックシートの活用や業務見直し等を推進し、全職員が超過勤務時間45時間以内となることをめざす。
・「開かれた学校づくり」において開校初年度は、学校基盤を作ることができた。東陵校区学校運営協議会発足から５年が経ち、委員の積極的な参加や意見交流を行う姿が見られている。また、本年度は、学校運営協議会とPTA、教職員を連携させた組織を提案した。次年度は、連携を強化させ、実効性を持たせていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当
者

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

１　分かる授業の構築と確かな学力の向上（知）について→学力向上の成果指標はおおむね達成しているが、全国・県調査の結果を見ると、学力は十分定着していない。成果指標の見直しと指導方法の工夫・改善に取り組む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→EdTechを活用した教育の情報化を推進の成果と課題を検証し、有効な活用方法について研修、具体的な実践につなげる。

２　豊かな心と健やかな体づくり（徳・体）について　　→昨年度の３校連携の校内研究の上に、系統的・教科横断的に人権・同和教育に取り組に児童生徒の実践的態度を育む。

３　家庭・地域とつながり、地域を元気にする学校づくり→情報発信を積極的に行い、保護者や地域と協働し、開校した義務教育学校が児童生徒、保護者、地域にとって魅力ある学校をつくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・将来の夢や希望を持つ児童生徒の割合を高めるためにキャリア教育の年間計画を見直し、系統的・計画的に取り組むことで、自己実現に向けて主体的に取り組む児童生徒の育成に努める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・業務改善、働き方改革は一定の改善が見られたが、依然として超過勤務時間が長い職員もいる。働き方改革チェックシートの活用や業務見直し等を推進し、全職員が超過勤務時間45時間以内となることをめざす。

２　学校教育目標 心やさしく(徳）　　　たくましく（体）　　　志高く（目的・目標）　ともに学ぶ（知）　児童生徒の育成　　　　ー　東陵学園型９年教育の推進　ー

３　本年度の重点目標１　分かる授業の構築と確かな学力の向上（知）　２　豊かな心と健やかな体づくり（徳・体）　 ３　発達段階におけるキャリア教育（４領域８能力）の育成　　４　家庭・地域とつながり、地域を元気にする学校づくり

学校名 伊万里市立東陵学園

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

○全職員による
共通理解と共通
実践
・分かる授業の構
築と確かな学力
の向上（知）

●学力の向
上


